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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島第一原子力発電所の廃止措置を加速するため、ダイヤモンドを用

いた耐放射線性可視光固体撮像素子を開発する。開発目標として、ダ

イヤモンドトランジスタで電荷結合素子（CCD）の基本動作となる電荷

転送動作をX線積算線量10MGy照射後の動作が実証されているダイヤモ

ンドMESFETにて確認する。また、ダイヤモンド固体撮像素子が可視光

における感度を得るために、中性不純物準位を用いた革新的ダイヤモ

ンドフォトダイオードを試作し、評価を行うことを目的として、以下

の項目を行う。 

１）ダイヤモンドMESFETのCCD動作確認と耐放性評価 

２）ダイヤモンド有感層の開発と評価 

 

２．総合評価 Ａ 
・放射線計測技術の基盤を固め、また、福島県内にベンチャー企業を

立ち上げ、継続して検討する体制を作るなど、実用化を見据えてい

ることは評価ができる。 

・1Fの研究開発では、高耐放射線性の素子や測定技術が出来つつある

ため、更なる進展のためにも、他の開発と連携をするとよい。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


